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大気重力波観測網の 開発
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d．は じめ に

　入 気圧 は 地衡風 近似に よ く従 う もの と して 時間、空 間

と も に 密度の 低 い 観 測 が こ れ ま で 続 け られ て きた、，メ ソ

ス ケ
ー

ル 気象が予報 モ デル に 組み 込 まれ つ つ ある 現在、

こ の ま まて はリモ
ー

トセ ン シ ン ク で 高時間
・空 問分解 能

觀 測 の で き る気 温 や 風 速な と 他 の 物 理 量 と違 い 大 気圧 の

ll
青報量の 不足が 問題 とな る で あろ う 。

　今ま で は大気圧を密度高 く観測 しよ うに も適 嵩な 手段

が な い の が実態 で あ っ た 。 しか し近年 の 半導体気圧 セ ン

サ の 高構 度化、PC の 低価格高性能化、ネ ッ トワ
ー

ク技術

の 発展と プ〔］ク
．
ラム の オ

ー
プン ソ

ー
ス 化なとが進み安価

に 高分解能多点 大 気圧 観測 が 可 能 と な る こ と がわ か っ た 。

　大気圧 の 時間 ・空間分解能の高 い 観測をすれ ば大気重

力波の 発生方向 や位相速度 をよ く検出する こ とか て き タ
．

ウ ン バー
ス トな と の 突属 や 降雨 開始な と を レ

ー
タ
ーよ り

早 く検知する こ と が可能 に なる か も し孔 な い 。 本研咒 で

は まだ よ く知 ら れ て い な い 対流圏下部の x 気璽力波 の 多

点観 測 に 的 を絞 り観 測 網 提 築を 目指 した 。

　本研究は 1998 年秋季大 会 P345 「PC を使 っ た 微小ス

ケ
ー

ル の 気象観測」を発展させ 、気圧分解能と時刻分解

能を大 き く 向上 さ せ た もの で あ る 。

2．緒元概要

　検出す る 大気重力 波 を次 の と お り定 め た 。

周期 10−30 分以 上、振幅 10Pa 以 上、位相速度 100m ／s

以 下。観 測 す る物 理 量 は夫 気圧 850 −IOsOhPa （分解 能

5Pa ）、　l／lOOs 閙 拝鬲で AD 変 換。

　観測 網 は三 点以上 の 観測点を同
一

平面状 に
一

辺 50m 以

上 離 して 配置す る 。 覲測点 は セ ン サモ ジ ュ
ー

ル と AD コ

ン バ
ー

タ、PC て 構 成 す る。各観 測 点 は Ethernet

（TCPIIP ，
UDP ）で 結ぶ 。

　大気 重 力 波 以外 に も PressureDip や ガ ス トフ ロ ン トな

と を 36 方 位、数 m ／s の 分解 能 （観 測点配 置 悶隔 に よ る ）

で 検 出 で きる 。 鉛直方向に 十分離れ た 点 に 観測点を お く

こ と がで きれ ば 三 次元的に波源を特定する こ ともで きる。

3 ．センサモジュ
ールと AD ：】ン バ ータ

　大 気圧 セ ン サ に は フ シ ク ラ製 ピエ ソ 素 子 式 の XFPM 一

工15KPA を使用 した。絶対榾度は 150 −1150hPa 　O−

8S ℃ で 圭 2．5010と よ く な い が 予備実験 て 相 対 靖 度 は十分

に ある と 判断 した 。

　AD コ ンA 一タに は pico　technology製 ADC −11 を採

用。PC で 手 軽 に扱 え、高 速 で 安 価 （1 万 円程 度） で あ る。

フ ル ス ケー
ル Q −2，5v 、　 i1 チ a・ン ネル 10bit分 解 能

軍
。

OS に もよ る が 各チ ャ ン ネル 100Hz サ ン プ リ ン クが十 分

に 可能 で あ る。
＊
10bit分解 能な の で 20GhPa フ ル レ ン ジ観 測 で 1ま分解

能 20Pa で ある 、 目標 に達 しな い の て、信号 を 5チ ャ ン

ネ ル に 分 配 ・増 幅 し、分 解能 を 4 倍に 向上 さ廿 た。

4．PC とネットワーク

　PC に はパ ラ レ ル ポー
トを装備 した ノ

ー
ト PC て

CPU ：PenUum 　MMX −166MHz メ モ リ ：64MB

HDD ：2GB （中古市場 で 1−2万 円）を採用。

　OS に は Linux2．4（VineLinux2 ．6）を 用 い た．

　時刻同期 シ ス テ ム と して NTP を 利用する。広域観測 に

供す る場 合 は NTP サ
ーバ に GPS を利用 した 時刻 基 準信 ．

号を与え る の が 望 ま しい。絶対 的な 時刻 構度 は 10ms 程

度 だが相対的な積度は 1ms 程度に な る もの と 期待さ れ る u

　 ネ ッ トワ
ー

クに は Ethernet を利用する の で 無線 LAN

を利用す る こ と も 可能 で あ る 。

　以上 か ら
一

観測点に つ き 5 万 円程 度 で構築 で きる 見通

しが立 っ た 。

y 　 セ ン 　 シ ュ
ー

ル 　 　 コ ンムニ タ、

　発泡 スチ ロ
ー

ル ケ
ー

ス に収 め て 温度変化 を 低減

図三苴一観測 点 の 外観 （容丕重8．OL猩度L

　 セ ン サモ ジ ュ
ー

ル の 入 っ た発 泡 ス チ ［］一ル ケー
ス と PC

を 収め、上 部 に気 圧 導入 口 を備 え る。

5．解析方法

　各 観測 点 か らの データを ネ ッ トワ
ーク で 自動取得→欠

測 を カル マ ン フ ィ ル タ な ど で 補完→ロ
ーパ ス フ ィ ル タ →

各 観 測点 の データを ラ グ相 関 解 析 し時間差を算出 → ベ ク

トル 算 出 （波源 決 定 ） とな る。

6．おわりに

　現在セ ン サモ ジ ュ
ー

ル の 回路 設 計．組 み 立 て が 終 わ り、

ネ ッ トワ
ークの 調整 に 取 り掛 か っ て い ます。大 会 当 日 に

は 実 際 に 観 測 した 結果を こ
．
らん い た た く 予 定 て す。ぜ ひ

ご 意 見い た た きた く思い ます 。
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